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『長く短い祭』椎名林檎



様々な隠し味が
『和合』した独特な空氣感



相反するもの／あるいは複数の要素をつなげて、
ひとつのものを創り上げる

『和合』 というものがあります。

東洋的であり、日本古来からある「術式」です。

わ ご う



「長く短い祭」

「長い」 と 「短い」。
相反する要素が『和合』していますね。

例えば、楽曲のタイトル↓



天上天下繋ぐ花火哉

万代と刹那の出会ひ

「万代」（＝永久） と 「刹那」（＝瞬間）。

冒頭一発目の歌詞も↓

てん じょう てん げ つな はな び かな

とこ しえ せつ な で あ

とこしえ せつ な

「天上」（＝天） と 「天下」（＝地）。
てん じょう てん げ



【野生的×知性的】。
「古語」と「現代語」が織りなす色氣



「古語」とは、昔日本で使われていた日本語。
美しい／お洒落な響きの表現が多いです。

椎名林檎さんの他の楽曲でもそうですが、
「現代語」と「古語」が巧みに織り交ぜられています。

こ ご



皆銘々取り取りの衣裳

奔放な命を被ふ化粧

みんな めい めい い しょうと ど

ほん ぽう いのち け しょうおほ



皆銘々選り取り全方位

獰猛な命燃やす匂ひ

みんな めい めい ぜん ほう いよ ど

どう もう いのち もや にほ



一寸女盛りを如何しやう

この侭ぢやまだ終れない

花盛り色盛り真盛りまだ

ちょいと おんなざか ど う

まま おわ

はな ざか いろ ざか ま さか



・・・等々、

文学的で知性漂う表現技法を駆使して、
抑えきれない野性的な欲望を描くことにより、
独特な「色氣」が醸し出されていますね。



愛情と憎悪。
激しくも儚く散る音像の美しさ



歌詞だけではなく、
MV（ミュージックビデオ）に関しても、
様々な要素が『和合』していますね。



● 「愛情」 深きゆえに、
何らかのきっかけで「憎悪」に変わり、
恋人（？）を殺害してしまった女性。
●その罪からは逃れられないことも知りつつ、
捕まってしまうであろう最後の夜に、
まるで「花火」の如く、華々しく、美しく踊る。

･･･というのが描かれています。

歌詞の内容ともリンクして、
興味深い映像作品になっています。



以上、 【術式☆楽習】 でした。
エンタメとして楽しめるのはもちろん、

日本語表現や、言葉の勉強にもなると思います。

是非、「あなた」の感性で
感じたことを大切にしながら、

色んな見方を増やして楽しんでみてください♪

じゅつしき がくしゅう



最後まで
読んでくれてありがとう！

音楽 選集
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もう一度
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